
2002 MARCH

文化会館玄関脇に、大小2つの「かまくら」が出現。これは、2月

10日の朝7時に群馬県水上町から、大型トラックで運ばれた20トンの

雪を使って造られたものです。かまくら造りに参加したみなさんは、

初めての体験に大はしゃぎ。午後には完成した「かまくら」を祝うか

のように雪がちらつき気分はもう雪国。

No.281

雪国の体験

広 報
長生村のホームページ　http: // www.vill.chosei.chiba.jp/ index.asp
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介護保険スタートから２年

4月1日から施行　長生村情報公開条例長生村情報公開条例

長生村のHome page
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.asp
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介護を社会全体で支える制度として平成12年4月から介護保険制度が施行され、もうすぐ2年が経過し

ようとしています。介護保険の申請状況やサービス利用者の声をお知らせします。

村の65歳以上の人は2,952人で高齢者率は約20％です（1月末）。5人に1人が65歳以上ということになり

ます。そして毎月約9人の新規の要介護認定申請があります。現在198人が介護サービスを利用していま

す。要介護認定者数は次のとおりです。

介護保険スタートから２年

（1月末現在） 要支援 要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 合　計
認　定　者　数 15人 46人 42人 45人 31人 41人 220人

居宅サービス利用者 12人 33人 38人 26人 15人 16人 140人

※認定者には、介護サービス未利用の病院等に入院中の人が含まれています。

介護老人福祉施設
33人

（特別養護老人ホーム）
介護老人保健施設

20人
（老人保健施設）
介護療養型医療施設

５人
（療養型病床群等）

合　　計 58人

施設サービス利用者

制度を理解し、上手にサービスを利用する人が増えてきました。

主なサービスの1年前との比較は次のとおりです。

サ ー ビ ス 名 平成12年11月 平成13年11月

訪問介護（ホームヘルプ） 28人 45人
訪問入浴 20人 27人
訪問看護 9人 5人
通所介護（デイサービス） 30人 35人
通所リハビリ（デイケア） 27人 30人
福祉用具貸与 17人 57人
短期入所（ショートステイ） 14人 8人

主なサービスの利用の推移

通所リハビリにて
（長柄ケアセンター）

機能回復に大切なリハビリ語らいの楽しいひととき
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家
族
の
支
え
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
歩
行
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
た
酒
井
さ

ん
に
伺
い
ま
し
た
。

酒
井
さ
ん
は
平
成
11
年
４
月
に
脳
梗
塞

の
た
め
入
院
し
、
杖
な
し
で
は
歩
け
な
い

よ
う
な
状
況
で
し
た
。
し
か
し
リ
ハ
ビ
リ

に
励
み
、
現
在
で
は
杖
な
し
で
歩
け
る
よ

う
に
な
り
、
週
３
回
の
デ
イ
ケ
ア
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

退
院
し
た
と
き
は
、
ま
だ
介
護
保
険
制

度
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

病
院
の
指
導
に
よ
り
自
宅
で
歩
く
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
平
成
12
年
７
月
、
老
人

保
健
施
設
の
行
な
う
デ
イ
ケ
ア
に
通
う
人

か
ら
の
勧
め
で
デ
イ
ケ
ア
に
通
い
始
め
ま

し
た
。
デ
イ
ケ
ア
で
は
、
理
学
療
法
に
よ

る
リ
ハ
ビ
リ
や
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
習
字

な
ど
の
趣
味
を
取
り
入
れ
た
、
楽
し
み
な

が
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
一
緒
に
通
っ
て
い
る
仲
間

と
の
会
話
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
と
「
私

に
と
っ
て
は
と
て
も
良
い
制
度
で
す
。
多

少
の
自
己
負
担
は
し
ょ
う
が
な
い
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
通
院
な
ど

は
、
娘
の
協
力
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
気

軽
に
利
用
で
き
る
外
出
手
段
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

○
酒
井
さ
ん
の
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン(

デ
イ
ケ
ア)

ひ
と
り
暮
ら
し
で
も
介
護
保
険
の
サ
ー

ビ
ス
と
近
所
の
人
に
支
え
ら
れ
、
元
気
に

生
活
さ
れ
て
い
る
長
谷
川
さ
ん
の
お
宅
を

訪
ね
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
や
日
頃
の

過
ご
し
方
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

長
谷
川
さ
ん
は
、
今
ま
で
ひ
と
り
暮
ら

し
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
12
年
５
月
、
ク
モ
膜
下
出
血
の
た
め
意

識
を
失
い
、
畑
で
倒
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を

近
所
の
人
に
発
見
さ
れ
、
入
院
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
杖
を
つ
い
て
散
歩

が
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
て
い
ま
す
。
入

院
し
た
と
き
が
、
ち
ょ
う
ど
介
護
保
険
制

度
が
施
行
さ
れ
た
と
き
で
し
た
の
で
、
退

院
後
の
在
宅
で
の
生
活
を
考
え
、
介
護
保

険
の
認
定
申
請
を
し
、
そ
れ
と
同
時
に
住

宅
改
修
（
部
屋
の
段
差
解
消
・
手
す
り
の

取
り
付
け
）
を
し
ま
し
た
。

現
在
、
週
２
回
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
月

４
〜
５
日
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
そ
し
て
毎
日
朝
と
夕
方
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
に
部
屋
の
掃
除
や
洗
濯
物

を
干
し
た
り
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
歌

を
歌
っ
た
り
、
折
り
紙
を
折
っ
た
り
楽
し

村
で
は
、
介
護
保
険
及
び
老
人
保
健
福

祉
計
画
作
成
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
40
歳

以
上
の
人
、
２
、
０
０
０
人
に
お
願
い
し

ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
届
い
た
人
は
、
早
め
に

回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

酒井　芳子さん

74歳（小　橋）

長谷川のぶ江さん

75歳（金　田）

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
る

人
た
ち
の
声
を
聞
き
ま
し
た

※

村
で
は
、
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
通
院
な
ど
で
交
通
手
段
の
な
い
人
を

援
助
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
い
有
料
で
す
。

詳
し
く
は
社
協
　
（
32
）
３
３
９
１
ま
で

く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
お
風
呂
に

入
れ
る
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
で
き
る
だ
け
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
自
分
で
す
る
よ
う
に
心
が
け
、
朝
夕

の
食
事
の
準
備
は
自
分
で
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は

散
歩
が
て
ら
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
近

所
の
お
店
ま
で
買
い
物
に
も
行
く
そ
う
で

す
。「
こ
の
よ
う
な
制
度
が
で
き
て
助
か
っ

て
い
ま
す
。
ご
近
所
の
人
や
、
い
ろ
い
ろ

な
人
が
気
に
か
け
て
く
れ
心
強
い
で
す
」

と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
に
行
っ
て
も
手
す
り
を
使
い
廊
下
を
歩

く
練
習
を
し
た
り
し
て
、
自
立
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
い
る
と
い
う
お
話
し
を
伺
い
、

前
向
き
な
姿
勢
に
感
心
し
ま
し
た
。

○
長
谷
川
さ
ん
の
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

・
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

・
通
所
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

・
短
期
入
所
生
活
介
護(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ)

・
福
祉
用
具
の
貸
与
（
特
殊
ベ
ッ
ド
）

・
住
宅
改
修

・
福
祉
用
具
の
購
入(

シ
ャ
ワ
ー
ベ
ン
チ
）
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自
宅
で
生
活
し
や
す
い
よ
う

に
福
祉
用
具
を
使
い
た
い
の
で

す
が
、
ど
ん
な
も
の
が
介
護
保

険
の
適
用
に
な
り
ま
す
か
。

用
具
に
よ
っ
て
「
貸
与
さ
れ

る
も
の
」
と
「
購
入
費
を
支
給

さ
れ
る
も
の
」
が
あ
り
ま
す
。

「
貸
与
」
さ
れ
る
も
の
は
、
特
殊
ベ
ッ

ド
・
車
椅
子
・
床
ず
れ
防
止
用
具
・
体
位

交
換
器
・
歩
行
器
・
移
動
用
リ
フ
ト
な
ど
。

な
お
、
使
用
料
（
レ
ン
タ
ル
料
）
の
１
割

は
自
己
負
担
で
、
そ
の
費
用
は
支
給
限
度

額
に
含
ま
れ
ま
す
。（
支
給
限
度
額：

要
支

援
か
ら
要
介
護
５
ま
で
月
額
６
１
、
５
０

０
円
か
ら
３
５
８
、
３
０
０
円
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
利
用
で
き
る
金
額
の
上
限
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
）

購
入
費
を
支
給
さ
れ
る
も
の
に
は
、
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
・
特
殊
尿
器
・
入
浴
用

補
助
手
す
り
・
い
す
な
ど
。
毎
月
の
支
給

限
度
額
と
は
、
別
枠
で
１
年
間
に
つ
き
10

万
円
を
上
限
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
費
用
は

い
っ
た
ん
全
額
を
自
己
負
担
し
、
そ
の
後

領
収
書
な
ど
必
要
な
書
類
を
添
え
て
村
に

介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修

申
請
す
る
と
、
１
割
は
自
己
負
担
で
す
の

で
、
購
入
費
の
９
割
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
10
万
円
の
福
祉
用
具
購
入
の

場
合
は
、
９
万
円
は
後
で
給
付
さ
れ
ま
す

の
で
１
万
円
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

自
宅
で
の
生
活
を
よ
り
自
立

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
介
護
し

や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
修
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
改
修
が

給
付
の
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

ＱＡ

Ｑ

※
い
ず
れ
の
給
付
も
要
介
護
認
定
を
受
け
、

給
付
の
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は

役
場
介
護
保
険
係
　
（
32)

６
８
０
０
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

住
居
内
に
お
け
る
「
手
す
り

の
取
り
付
け
」「
段
差
の
解
消
」

「
滑
り
の
防
止
及
び
移
動
の
円
滑

化
の
た
め
の
床
や
通
路
面
の
材
料
の
変
更
」

「
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
替
え
」「
洋
式

便
器
な
ど
へ
の
取
替
え
」「
そ
の
他
住
宅
改

修
に
付
帯
し
て
必
要
と
す
る
工
事
」
が
対

象
で
す
。

給
付
は
、
要
介
護
度
の
区
分
に
か
か
わ

ら
ず
、
改
修
時
に
住
ん
で
い
る
住
宅
に
つ

き
受
け
ら
れ
ま
す
。
支
給
限
度
基
準
は
20

万
円
で
す
の
で
費
用
は
い
っ
た
ん
全
額
を

自
己
負
担
し
、
そ
の
後
領
収
書
な
ど
必
要

な
書
類
を
添
え
て
村
に
申
請
し
ま
す
。
１

割
は
自
己
負
担
で
す
の
で
、
改
修
費
の
９

割
が
後
で
給
付
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
25
万
円
の
改
修
の
場
合
は
、

支
給
限
度
基
準
の
20
万
円
の
９
割
、
18
万

円
が
給
付
さ
れ
、
１
割
分
の
２
万
円
と
20

万
円
を
越
え
た
５
万
円
を
合
わ
せ
た
７
万

円
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

Ａ

住宅改修
（手すりの取り付け）

福祉用具の購入
（シャワー用いす）

（
９
割
）

（
１
割
）

自
　
己

合
　
　
計

保
険
給
付

自
己
負
担

負
　
担

18
万
円

２
万
円

５
万
円

25
万
円

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

一
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
で
、
年

金
を
年
間
18
万
円
以
上
受
給
し
て
い
る
人

は
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ

ま
す
。（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
は

除
く
）
そ
れ
以
外
の
人
は
、
金
融
機
関
へ

直
接
納
付
す
る
（
普
通
徴
収
）
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
も
可
能
で
す
。

年
度
途
中
で
65
歳
に
到
達
し
た
人
、
転
入

し
た
人
は
翌
年
度
の
10
月
給
付
分
の
年
金

か
ら
介
護
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

平成14年４月１日現在年金を受給する人
平成14年10月から

（３月31日前に65歳到達･転入）

平成14年4月2日以降年金を受給する人
平成15年10月から

（4月1日以降65歳到達･転入）

・特別徴収の人への保険料決定通知は８月中旬に送付します。

・普通徴収の納付書は7月中旬に送付されます。また年度途中で

65歳に到達・転入した人には翌月に納付書が送付されます。
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☆
原
則
公
開

情
報
公
開
制
度
を
実
効
性
の
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
、
村
の
保
有

す
る
情
報
は
公
開
す
る
こ
と
が
原

則
で
す
。
従
っ
て
、
非
公
開
と
な

る
も
の
は
あ
る
程
度
、
限
定
的
に

列
挙
し
、
必
要
最
小
限
と
し
ま
す
。

☆
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

個
人
の
尊
厳
を
守
り
、
憲
法
が

保
障
す
る
基
本
的
人
権
の
一
つ
で

あ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
最
大
限
保
護

し
ま
す
。

条
例
の
概
要

◇
公
開
を
請
求
で
き
る
人

・
村
内
に
住
所
が
あ
る
人

・
村
内
に
事
務
所
や
事
業
所
の
あ

る
個
人
や
法
人
そ
の
他
の
団
体

・
村
内
の
事
務
所
や
事
業
所
に
勤

務
す
る
人

・
村
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
村
の
事
務
事
業
に
利
害
関
係
の

あ
る
人

◇
公
開
の
対
象
と
な
る
実
施
機
関

・
村
長

・
村
教
育
委
員
会

・
村
選
挙
管
理
委
員
会

・
村
監
査
委
員

・
村
農
業
委
員
会

・
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

・
村
議
会

◇
公
開
の
対
象
と
な
る
公
文
書

実
施
機
関
の
職
員
が
、
職
務
上

作
成
及
び
取
得
し
た
文
書
・
図

画
・
写
真
・
磁
気
テ
ー
プ
な
ど

で
、
平
成
14
年
４
月
１
日
以
降
の

公
文
書
が
原
則
と
し
て
対
象
と
な

り
ま
す
。

◇
公
開
で
き
な
い
情
報

請
求
の
あ
っ
た
公
文
書
は
、
原

則
と
し
て
公
開
し
ま
す
が
、
次
の

情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
公
文
書
に

つ
い
て
は
、
公
開
さ
れ
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

①
法
令
秘
情
報

法
律
や
条
例
な
ど
で
明
ら
か
に

公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
る
情
報

②
個
人
に
関
す
る
情
報

特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
る
な

ど
個
人
の
権
利
・
利
益
を
害
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

③
法
人
な
ど
に
関
す
る
条
例

法
人
や
各
種
団
体
、
事
業
を
営

む
個
人
の
正
当
な
利
益
を
害
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

④
公
共
の
安
全
な
ど
に

関
す
る
情
報

人
の
生
命
、
身
体
、
財
産
、
犯

罪
の
予
防
な
ど
公
共
の
安
全
と

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

長長
生生
村村
情情
報報
公公
開開
条条
例例

「
情
報
公
開
の
制
度
」
は
、
村
が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を
み
な
さ
ん
に
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
透
明
性
の
高
い
行
政
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

村
の
事
業
や
施
策
の
内
容
は
、
広
報
誌
な
ど
を
通
じ
て
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に
対
し
、請
求
に
応
じ
て
公
文
書
を
公
開
し
ま
す
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
村
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
村
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
、
よ
り
開
か
れ
た
村
政
の
実
現
を
目
指
す
制
度
で
す
。

本
村
の
情
報
公
開
条
例
は
、
次
の
原
則
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

役場庁舎
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秩
序
の
維
持
に
支
障
が
生
ず
る

お
そ
れ
の
あ
る
情
報

⑤
協
力
信
頼
関
係
情
報

村
と
国
等
と
の
協
力
関
係
、
信

頼
関
係
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ

る
情
報

⑥
審
議
・
検
討
な
ど
に

関
す
る
情
報

村
の
実
施
機
関
な
ど
の
審
議
や

協
議
に
関
す
る
情
報
で
、
事
務

事
業
に
係
る
意
思
形
成
に
支
障

が
生
じ
る
情
報

⑦
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報

村
の
実
施
機
関
な
ど
の
事
務
事

業
に
関
す
る
情
報
で
、
監
査
、

交
渉
、
人
事
な
ど
に
関
す
る
情

報
⑧
非
公
開
を
条
件
に

提
供
さ
れ
た
情
報

公
開
し
な
い
こ
と
を
条
件
と
し

て
村
の
実
施
機
関
に
提
出
さ
れ

た
情
報
の
う
ち
、
公
開
し
な
い

と
い
う
条
件
に
合
理
的
理
由
が

あ
る
情
報

◇
請
求
手
続
き
と
決
定

公
文
書
の
公
開
を
請
求
す
る
人

は
、
請
求
書
に
必
要
な
事
項
を
記

載
し
、
実
施
機
関
に
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

請
求
の
あ
っ
た
日
か
ら
15
日
以

内
に
公
開
非
公
開
の
決
定
を
し
、

請
求
者
に
通
知
し
ま
す
。

◇
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

請
求
に
対
す
る
公
開
決
定
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
実
施
機
関
に

対
し
行
政
不
服
審
査
法
に
基
づ
く

不
服
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

実
施
機
関
は
、
不
服
申
立
て
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
学
識
経
験
者

な
ど
５
人
以
内
で
構
成
さ
れ
る

「
長
生
村
情
報
公
開
審
査
会
」
に

諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し
て

決
定
を
行
い
ま
す
。

◇
公
開
の
方
法

公
文
書
の
公
開
は
、
請
求
者
と

実
施
機
関
が
あ
ら
か
じ
め
決
め
た

日
時
及
び
場
所
に
お
い
て
、
公
文

書
の
閲
覧
、
視
聴
又
は
そ
の
写
し

の
交
付
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◇
費
用
の
負
担

公
文
書
の
公
開
の
手
数
料
は
１

件
に
つ
き
２
０
０
円
で
す
。
写
し

の
交
付
の
場
合
は
、
２
０
０
円
の

ほ
か
に
、
写
し
１
枚
に
つ
き
20
円

を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
へ

（
32
）
２
１
１
１

【請求から公開までの手続き】

通
知

決
　
定

不
服
申
立
て

非公開

納　得

公　開

・閲覧
・視聴
・写しの交付

通 知

請 求 総合窓口総務課
受付（実施機関に送付）

実施機関
（15日以内に決定）

不 服

答

申

諮

問

情報公開審査会

学識経験者など５人

以内で構成され、申立

ての審査をする

申
請
者
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４月21日(日)は村議会議員選挙の投票日です！！
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４
月
か
ら
小
中
学
校
は
す
べ
て
の
土

曜
日
が
休
み
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
は

家
庭
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
家
族
や
地
域
の
人
た

ち
と
一
緒
に
様
々
な
活
動
や
体
験
に
取

組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
地

区
の
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
の
祭
り
や
行
事
へ
の
参
加
、
自
然

観
察
や
職
業
体
験
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
活

動
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
に
は
体
験
や
活
動

が
不
足
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
体
験
や

活
動
を
し
た
子
ど
も
ほ
ど
「
生
き
る
力
」

が
育
っ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
も
生
涯
学
習
活
動
の

充
実
を
図
り
、
公
民
館
で
は
料
理
や
陶

芸
な
ど
大
人
と
一
緒
に
体
験
学
習
が
で

き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
な
教
室
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
は
新
設
さ

れ
た
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
中

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

支
給
の
対
象
は
、
就
学
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
で
、
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
手
当
の
額
（
月
額
）

第
１
子
　
５
、
０
０
０
円

第
２
子
　
５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
１
０
、
０
０
０
円

児
童
手
当
の
支
給
は
、
認
定
請
求
を

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給

さ
れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
月
分
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。
提
出
が
遅
れ
る
と
遅
れ

た
分
の
月
の
手
当
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
支
払
時
期

毎
年
２
月
、
６
月
、
10
月
に
そ
れ
ぞ

れ
の
前
月
分
ま
で
の
手
当
が
支
給
に
な

り
ま
す
。

●
所
得
制
限
限
度
額

所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
け

ら
れ
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
特
例

と
し
て
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
未
満

の
場
合
に
限
り
特
例
給
付
（
児
童
手
当

と
同
額
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

所
得
に
は
一
定
の
控
除
が
あ
り
、
所

得
制
限
限
度
額
は
年
に
よ
っ
て
変
更
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
次

の
表
の
と
お
り
で
す
。

村
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更
（
農
振
除
外
）
申
請
の
受
け
付
け

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

の
用
途
に
使
用
す
る
場
合
は
、
こ
の
手

続
き
を
行
い
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
変
更
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
類
は
、
産
業
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

◇
受
付
期
間

３
月
１
日
（
金
）
〜
29

心
に
体
験
活
動
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

学
校
や
家
庭
、
地
域
、
行
政
が
協
力

し
合
っ
て
、
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を

育
成
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※
生
き
る
力
と
は
、

・
基
礎
基
本
的
な
学
力

・
自
分
か
ら
進
ん
で
学
ぶ
力

・
他
人
を
思
い
や
る
心

・
協
調
性
や
忍
耐
力

な
ど
を
言
い
ま
す
。

学
校
週
休
２
日
制
が

い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト

農
振
除
外
の

申
請
の
受
付

児
童
手
当
っ
て

ど
ん
な
も
の
？

日
（
金
）（
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
は

除
き
ま
す
）

◇
受
付
場
所

産
業
課

◇
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

◇
問
い
合
せ

産
業
課（

32
）
２
１
１
４

扶養親族等の数
所得制限限度額
児童手当 特例給付

０人 301 460

１人 339 498

２人 377 536

３人 415 574

４人 453 612

５人 491 650

現在の所得制限限度額（単位：万円）

長
生
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

４
月
21
日(

日)

に
執
行
さ
れ
る
長
生

村
議
会
議
員
選
挙
が
適
正
か
つ
公
平

に
管
理
執
行
で
き
る
よ
う
、
立
候
補

予
定
者
説
明
会
の
日
程
を
次
の
と
お

り
と
決
定
し
ま
し
た
。

◇
と
　
き

３
月
20
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分

◇
と
こ
ろ

長
生
村
役
場
３
階
大
会

議
室

※
説
明
会
に
は
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
選
挙
管
理
委
員
会

（
32
）
２
１
１
１

村
議
会
議
員
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

税金は納期内に納税を　　　口座振替の人は残高の確認をお願いします
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！！

平
成
14
年
４
月
か
ら
の
「
ゴ
ミ
の
収

集
予
定
表
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

予
定
表
は
自
治
会
を
通
じ
て
配
布
し

ま
す
が
、
自
治
会
未
加
入
の
人
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
窓
口
（
役
場
下
水

環
境
課
・
文
化
会
館
・
中
央
公
民
館
・

保
健
セ
ン
タ
ー
の
４
カ
所
）
で
受
領
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
、

火
曜
日
・
木
曜
日
・
土
曜
日
の
週
３
日

で
す
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ
・
資
源
ゴ
ミ
・

１．保険料の納付書が国（社会保険庁）から送られ
ます
国民年金保険料の取り扱いが村から国に変わるこ

とにより、今まで村から送られていた納付書が４月

より国から送られるようになります。また、納付方

法も全国の金融機関、郵便局、農協などで納められ

るようになります。現在口座振替で納付している人

は、引き続き従来の口座から振替になります。

なお、平成13年度分の納付書につきましては４

月末まで使用でき、取り扱いは従来どおりです。

２．保険料の半額免除制度ができます
国民年金には、所得が少ないなどにより保険料を

納付することが困難な人について、一定基準のもと

に保険料を免除する制度があります。従来の「全額

免除」に加え４月から新たに「半額免除」がスター

トします。免除基準は、全額免除より緩やかになっ

ています。

老齢基礎年金の年金額の計算にあたっては保険料

の半額免除期間は、保険料を納めた期間の３分の２

と計算されます。なお、保険料の半額免除を認めら

れた期間に納付がないときは未納扱いとなります。

また、学生納付特例が利用できる学生に対しては適

用されません。

３．第３号被保険者の届出方法が変わります
現在、第３号被保険者（会社員や公務員に扶養さ

れている配偶者）の届出は村が窓口となり手続きを

していますが、４月からは配偶者の勤務する会社や

共済組合などを通じて手続きする方法に変わりま

す。また、第３号被保険者期間のある人の老齢基礎

年金の請求先は社会保険事務所になります。

４．学生納付特例制度の範囲が拡大されます
夜間部・定時制課程・通信制課程の学生の人も学

生納付特例制度の対象となります。

なお、学校法人の認可を受けていない各種学校、

予備校、海外の学校の学生は学生納付特例の対象と

なりません。

◇問い合わせ 住民課　　（32）2115

ゴ
ミ
収
集
予
定
表
を

配
布
し
ま
す

春
季
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

３
月
１
日
（
金
）
か
ら
７
日
（
木
）

ま
で
統
一
標
語
「
た
し
か
め
て
。
火
を

消
し
て
か
ら
次
の
こ
と
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
火
製
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
日
は
地
区
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。（
予
定
表
を
受
領
の
際
に

は
地
区
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

ま
た
、
収
集
日
が
祝
祭
日
に
あ
た
る

場
合
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
別
の
日
に
振

り
替
え
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

収
集
予
定
表
に
し
た
が
っ
て
収
集
日

の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課
　
　
（
32
）
２
４
９
４

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
衛
生
課
　
　
（
23
）
４
９
４
４

法律改正により４月から
国民年金が変わります

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������国民年金 
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

２
月
11
日
の
建
国
記
念
の
日
に
、
文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
第
23
回
長
生
む
ら
演
芸

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
歌
や
踊
り
の
舞
台
発
表
で
は
、
満
席
で
立
ち
見
客
が
出
る

ほ
ど
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
客
席
か
ら
「
ガ
ン
バ
レ
」「
上
手
だ
ね
」
な
ど
と
大
き
な
声
援
と

拍
手
で
大
盛
況
。
今
回
「
こ
こ
ろ
に
残
っ
た
で
賞
」
に
輝
い
た
の
は
、
竜
宮
台
自
治
会
の

狩
野
姉
妹
（
５
歳
と
７
歳
）
に
よ
る
「
し
ば
て
ん
踊
り
」
で
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
公
民
館
教
室
発
表
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
文
化
会
館
ロ
ビ

ー
に
は
各
教
室
生
の
力
作
が
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
、
来
館
者
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

客
席
は
満
員
御
礼
！

長
生
む
ら
演
芸
ま
つ
り

熱
唱
す
る
特
別
出
演
の
香
取
幸
江
さ
ん石川さん他（中之郷）による大正琴

親子ふれあい教室による
かわいいお遊戯

海老根さん他（新田） おどり「千代の舞扉」

陶芸教室、ろくろの実演

狩野姉妹（竜宮台）の「しばてん踊り」
手編み教室の作品がロビーにずらり
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１
月
25
日
、
八
積
小
学
校
で
新
校
舎

が
完
成
し
て
か
ら
は
じ
め
て
の
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
学
年
代
表
の
児
童
が
新
校
舎
の

３
階
か
ら
救
助
袋
を
使
っ
て
の
避
難
を

体
験
。
次
に
校
庭
で
油
を
入
れ
た
容
器

に
火
を
つ
け
、
消
火
器
の
使
い
方
を
実

践
。
油
の
火
事
を
水
で
消
火
し
よ
う
と

す
る
と
火
が
大
き
く
燃
え
上
が
る
の
に

は
み
ん
な
驚
い
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
消
防
署
員
か
ら
「
火
事
で
一

番
怖
い
の
は
煙
で
す
」
と
避
難
の
仕
方

を
教
え
ら
れ
、
火
事
の
怖
さ
を
改
め
て

確
認
し
ま
し
た
。

新
校
舎
の
３
階
か
ら

救
助
袋
で
避
難

防災頭巾をかぶりすみやかに避難する児童

２
月
13
日
に
高
根
小
学
校
で
６

年
生
55
人
が
参
加
し
、
自
転
車
の

安
全
な
乗
り
方
に
つ
い
て
の
交
通

安
全
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

始
め
に
自
転
車
の
点
検
の
仕

方
、
手
信
号
の
仕
方
を
習
っ
た
あ

と
、
校
庭
に
つ
く
ら
れ
た
コ
ー
ス

を
一
人
ず
つ
自
転
車
で
走
り
、
交

差
点
で
の
注
意
点
、
踏
み
切
り
の

渡
り
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

２
月
１
日
に
一
松
保
育
所
で
は
、
斉
藤

収
入
役
が
１
日
園
長
で
節
分
の
豆
ま
き
。

収
入
役
扮
す
る
福
の
神
は
「
泣
き
虫
鬼
」

「
お
こ
り
ん
ぼ
鬼
」「
い
じ
わ
る
鬼
」
を
や

っ
つ
け
ろ
と
園
児
85
人
と
鬼
退
治
。

保
育
所
の
庭
に
は
園
児
の
３
倍
も
あ
ろ

う
か
と
い
う
大
き
な
赤
鬼
や
青
鬼
が
登

場
。
思
わ
ず
泣
き
出
し
て
し
ま
う
年
少
組

の
園
児
も
い
ま
し
た
が
、
紙
を
丸
め
て
作

っ
た
ボ
ー
ル
の
豆
で
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」

と
裃
を
つ
け
て
元
気
よ
く
走
り
ま
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

園
児
が
力
を

合
わ
せ
て
鬼
退
治

泣き虫鬼はどこかにとんで行け～

１
月
24
日
に
八
積
小
学
校
の
落

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
12
・
13
年
度
と
２
カ
年
に

わ
た
る
工
事
に
よ
り
す
ば
ら
し
い

校
舎
へ
と
生
ま
れ
変
り
、
村
長
は

「
充
実
し
た
こ
の
施
設
で
21
世
紀

に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
教
育
を
期
待

す
る
」
と
挨
拶
。
ま
た
小
高
八
積

小
校
長
は
「
解
体
を
さ
れ
て
い
く

旧
校
舎
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ

た
が
、
新
校
舎
の
竣
工
を
見
て
新

た
な
期
待
と
喜
び
が
わ
い
て
き

た
」
と
新
校
舎
へ
の
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

自
転
車
に
乗
る
前
は

安
全
点
検
を
忘
れ
ず
に

新
校
舎
を
披
露

自転車の点検指導を受ける児童

コンピューター室を視察する参加者
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健
診
と
予
防
接
種

▽
胃
が
ん
検
診

と
　
き
＝
３
月
１
日
（
金
）
・

２
日
（
土
）
・
４
日

（
月
）
・
５
日
（
火
）

６
日
（
水
）
・
７
日

（
木
）
・
19
日
（
火
）

受
　
付
＝
午
前
７
時
30
分
〜
９

時
30
分

▽
一
歳
半
健
診

（
平
成
12
年
７
・
８
・
９
月
生
）

と
　
き
＝
３
月
13
日
（
水
）

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

３
月
８
日
（
金
）
・

15
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時
30

分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
糖
検

査
・
尿
検
査
・
尿
中

塩
分
測
定
・
み
そ
汁

塩
分
測
定
・
保
健
指

導
・
栄
養
指
導
な
ど

※
８
日
は
、
運
動
指
導
も
行
い
ま

す
の
で
、
希
望
者
は
保
健
セ
ン
タ

ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば

４
月
か
ら
月
２
回
に

予防接種での問診は大切です

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時

▽
乳
児
健
診

（
平
成
13
年
３
・
８
・
11
月
生
）

と
　
き
＝
３
月
20
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時
30

分

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

３月31日で第９期保健衛生推進員46人は３年間

の任期を終了いたします。母子保健や健診、食生

活改善活動での様々な活動を通し、地域の方々と

の交流やふれあいも多少ながらできたのではない

かと思っています。

また、広報「ちょうせい」での推進員活動報告

コーナーでは、毎号健康について少しでも身近に

考えていただけるよう、私たちの活動を報告して

きました。みなさんからの反響も大きく、私たち

の活動の励みにもなりました。

３年間ありがとうございました。

母
子
の
交
流
の
場
と
し
て
保
健

セ
ン
タ
ー
２
階
の
和
室
を
開
放
し

て
き
た
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ
ば
」

が
、
４
月
よ
り
毎
月
２
回
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
お

友
だ
ち
づ
く
り
を
し
た
い
人
、
日

中
小
さ
な
お
子
さ
ん
と
過
ご
す
こ

と
の
多
い
人
、
出
産
予
定
の
人
な

ど
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第９期保健衛生推進員のみなさん

今
月
の
「
お
し
ゃ
べ
り
ひ
ろ

ば
」
は
３
月
11
日
（
月
）
で
、

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で
で
す
。
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保健婦だより

腰痛腰痛に悩まされ悩まされて
いませんか？いませんか？

今月の担当は太田です

人
間
と
腰
痛

人
間
は
２
本
足
で
立
っ
て
歩

行
す
る
た
め
、
背
骨
に
は
常
に

上
半
身
の
体
重
の
負
荷
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
体
重
の
負
荷
は
背

骨
の
上
の
ほ
う
よ
り
も
下
の
ほ

う
へ
い
く
ほ
ど
負
担
が
多
く
か

か
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
腰

へ
の
負
担
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

腰
痛
の
原
因
に
は
ど
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
か
？

筋
肉
の
疲
労
に
よ
る
腰
痛：

運
動
不
足
に
な
る
と
筋
肉
が
衰

え
て
く
る
た
め
、
背
骨
を
支
え

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
腰
痛

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ま
た
、
日
常
生
活
の
中
で
の

不
自
然
な
姿
勢
や
動
作
も
背
骨

に
無
理
な
力
が
加
わ
り
、
筋
肉

の
使
い
方
に
も
影
響
が
出
る
た

め
、
筋
肉
が
緊
張
し
つ
づ
け
疲

労
し
て
い
き
ま
す
。

骨
粗
鬆
症：

年
齢
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
骨
の
量
が
減
っ
て
き

て
弱
く
も
ろ
く
な
り
ま
す
。
骨

の
量
が
少
な
く
な
る
と
か
ら
だ

を
ね
じ
っ
た
り
畳
の
上
で
つ
ま

ず
い
て
も
骨
折
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
背
骨
や
腰
骨

が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
腰

痛
の
原
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

内
臓
の
病
気：

骨
や
筋
肉
に

異
常
が
な
く
て
も
腎
臓
病
や
尿

路
結
石
、
膵
臓
な
ど
の
病
気
で

も
腰
部
の
症
状
が
出
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

背
骨
の
病
気：

背
骨
の
間
に

あ
り
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役
割
を

し
て
い
る
椎
間
板
が
本
来
の
場

所
か
ら
ず
れ
て
い
た
り
（
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
）、
神
経
を
入
れ
て

い
る
管
が
狭
く
な
っ
て
神
経
を

圧
迫
し
た
り
（
脊
柱
管
狭
窄
症
）

す
る
と
、
腰
痛
が
お
こ
り
ま
す
。

筋
肉
の
疲
労
に
よ
る
腰
痛
を
防

ぐ
に
は

①
普
段
か
ら
の
姿
勢
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う

正
し
い
姿
勢
は
見
た
目
が
美

し
い
だ
け
で
な
く
、
腰
に
余
計

な
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
真

横
か
ら
見
た
と
き
に
耳
・
肩

先
・
股
関
節
の
中
央
・
膝
の
前

方
・
く
る
ぶ
し
の
前
方
を
結
ん

だ
線
が
一
直
線
に
な
る
よ
う
に

し
ま
す
。
座
る
と
き
も
背
筋
を

伸
ば
し
て
正
し
い
姿
勢
を
保
つ

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
の
を
持
つ
時
は
か
ら
だ
か

ら
離
し
て
持
つ
と
不
安
定
に
な

り
負
担
が
か
か
る
た
め
、
な
る

べ
く
か
ら
だ
の
近
く
で
持
つ
よ

う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
下
に
あ
る
も
の
を
取

②
腰
痛
予
防
体
操
を
す
る

硬
く
な
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、

再
発
を
予
防
す
る
た
め
に
も
腰

痛
予
防
体
操
を
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

＊

背
骨
の
病
気
や
腰
椎
に
異
常

の
あ
る
場
合
の
体
操
は
か
え
っ

て
症
状
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
医
師
の
指
導
に
し

た
が
っ
て
体
操
を
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・あごを引く
・肩の力を抜く
・背筋を伸ばす
・腹筋と臀部の
筋肉に力を入
れる
・腹部と臀部を
突き出さない

●

●

●

●

ズバリ！
腰痛になりや
すいタイプ

重い荷物を運ぶ人

肥満傾向のある人

繰り返し
の動作が、
腰に負担
をかけま
す。

腰椎にかかる負
担が体重の重み
によって、増大
します。

同じ姿勢を保つことが腰に
緊張を与え、腰痛の原因と
なります。

１日中立ったまま、或いは
座ったままの仕事が多い人

正しい姿勢

る
と
き
は
し
ゃ
が
ん
で
か
ら
持

ち
上
げ
ま
す
。
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　

親

地
　
区

岩
本
　
夏
鈴

充
　
　
市
ヶ
谷

小
倉
　
和
也

博
之
　
南
　
部

鈴
木
　
涼
介

博
貴
　
岩
　
沼

川
瀬
海
咲
紀

裕
司
　
水
　
口

石
井
　
美
優

修
　
　
七
井
土

丸
山
　
悠
太

公
明
　
北
水
口

木
島
　
愛
翔

陽
一
郎
南
　
部

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

菊
池
　
す
づ
　
82
歳
　
宮
ノ
台

江
口
　
ち
か
　
87
歳
　
驚

御
園
　
保
　
　
87
歳
　
大
　
根

出
生
・
死
亡
（
１
月
受
付
）

私
が
作
り
ま
し
た

平
成
11
年
の
文
化
祭
で
水
彩
画

と
見
間
違
う
よ
う
な
ち
ぎ
り
絵
を

見
て
、
私
も
や
っ
て
み
よ
う
と
始

め
ま
し
た
。

今
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
椿
を
、

し
ゅ
ん
こ
う
和
紙
ち
ぎ
り
絵
で
作

り
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
ち
ょ
う
ど
１
年
が
経
っ

た
こ
ろ
の
も
の
で
、
ち
ぎ
り
絵
の

お
も
し
ろ
さ
や
難
し
さ
が
分
か
り

か
け
て
き
た
こ
ろ
の
も
の
で
す
。

シ
ワ
が
よ
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
貼
り
つ
け
た
り
、
ま
た
１
枚
の

和
紙
を
い
ろ
ん
な
厚
さ
に
は
が
し

て
微
妙
に
色
を
変
え
る
な
ど
使
い

分
け
ま
し
た
。

手
順
と
し
て
は
、
最
初
に
下
絵

を
色
紙
に
写
す
作
業
で
す
。
カ
ー

ボ
ン
紙
を
入
れ
、
ペ
ン
で
下
絵
を

な
ぞ
っ
て
色
紙
に
写
し
ま
す
。
次

に
色
、
形
に
合
わ
せ
て
和
紙
を
爪

で
ち
ぎ
り
、
水
で
溶
い
た
の
り
で

貼
り
つ
け
て
い
き
ま
す
。

今
年
で
86
歳
に
な
り
ま
す
が
、

月
２
回
の
サ
ー
ク
ル
に
は
娘
と
一

緒
に
毎
回
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま

す
。
先
日
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

手
が
け
始
め
ま
し
た
。
き
れ
い
な

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
描
こ
う
と
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

片岡　芳子さん
（信　友）

まんがで選挙を考える

大切な日とは？
広井てつお
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取　材
番外編

広報

人口と世帯

■人口

男　7,271人 (-1)

女　7,315人 (-4)

計 14,586人 (-5)

■世帯数

4,802戸 (+4)

２月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

笹
本
　
武
　
　
69
歳
　
入
山
津

長
谷
川
二
三
男
68
歳
　
金
　
田

藍
　
　
や
す
　
94
歳
　
中
之
郷

細
矢
　
な
か
　
93
歳
　
小
　
橋

森
　
　
信
二
　
66
歳
　
大
坪
東

渡
邊
　
と
き
　
76
歳
　
岩
　
沼

馬
場
　
次
　
　
67
歳
　
北
中
瀬

木
島
　
敬
之
　
84
歳
　
南
　
部

森
　
き
よ
の
　
92
歳
　
大
坪
西

野
口
　
傳
　
　
82
歳
　
曽
　
根

工
藤
　
邦
子
　
51
歳
　
水
　
口

片
岡
　
あ
き
　
90
歳
　
北
中
瀬

深
谷
　
あ
き
　
94
歳
　
岩
　
沼

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

飛び入りで

消火の実演

演芸まつりで特別出演の司会を

務めた仁和さんが、得意の声帯模

写を披露。会場は笑いの渦に。

燃え上がる炎に消火器を使って消

火の実演。一瞬にして消えた炎に消

火器の威力を実感。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

ぼくの夢は、大工になって家とかを

作ったりしたいです。高いところは、

きらいだけど、がんばって高いところ

の屋根を作りたいです。

東　聡一郎くん

高　根　小

５　年

私のゆめは、お花屋さんになること

です。いろいろな種類のお花をお店に

かざったりして、１本のお花でも気が

るにかえるような明るくて、楽しいお

店にしたいなぁと思っています。

安川　有希さん

一　松　小

５　年



土

田

高

治

16

？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
４月の村議会議員選挙の投票日はいつでしょう？

１、４月14日　２、４月21日　３、４月28日

◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ

うせいに対する意見を記入して応募してく

ださい。

◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７

長生村役場総務課広報広聴係

◇締め切り ３月15日

◇賞　品 抽選で３人に、図書券を差し上げ

ます。

◇先月の答え ３、香取幸江

◇当選者　御園直樹さん、酒井有美さん
小久保晶子さん

心に
残る旅

人人人人シリーズ

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
は
じ

め
た
の
は
57
歳
の
と
き
か
ら
で

す
か
ら
も
う
10
年
以
上
も
前
に

な
り
ま
す
ね
。
奥
日
光
の
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ス
キ
ー
大
会
で
一

緒
だ
っ
た
友
達
に
誘
わ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
」
と
話
す

の
は
土
田
高
治
さ
ん
（
大
坪
東
）

で
す
。

「
私
の
デ
ビ
ュ
ー
は
水
泳
４

０
０
ｍ
、
自
転
車
20
㎞
、
走
り

を
５
㎞
と
い
う
コ
ー
ス
の
神
奈

川
県
日
米
親
善
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会
で
し
た
。
練
習
を
は
じ

め
て
ま
だ
１
年
あ
ま
り
で
し
た

の
で
順
位
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た

が
、
完
走
で
き
た
と
い
う
満
足

感
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
か

ら
と
い
う
も
の
い
ろ
い
ろ
な
大

会
に
参
加
し
、
す
で
に
30
大
会

に
は
出
場
し
て
い
ま
す
ね
」
と

今
年
の
誕
生
日
で
70
歳
と
い
う

大
変
元
気
な
土
田
さ
ん
。

「
大
会
の
中
で
も
特
に
外
国

で
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
多
い
で
す

よ
。
韓
国
で
は
ハ
チ
が
た
く
さ

ん
い
て
走
っ
て
い
る
と
サ
ン
グ

ラ
ス
の
中
に
ハ
チ
が
入
っ
て
き

て
刺
さ
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

あ
れ
に
は
参
り
ま
し
た
ね
。
ま

た
他
の
大
会
で
は
犬
に
追
い
か

け
ら
れ
た
り
、
ニ
ワ
ト
リ
が
道

路
一
面
を
覆
い
つ
く
し
て
い
て

自
転
車
が
動
か
せ
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
最
大
の

魅
力
は
ゴ
ー
ル
し
た
と
き
の
感

激
の
大
き
さ
と
人
々
の
優
し
い

つちだ・こうじ　昭和７年５月29日、秋
田県生まれ。現在、長生村大坪東に在住。

トライアスロンのボランティアを続けな

がら、選手としても数々の大会に出場し

ている。1994年の済洲島で行われたアジ

ア選手権大会では60歳以上の部で優勝。

マレーシアの大会でも優勝を経験。現在、

千葉のスーパーマンクラブのメンバーと

一緒に練習に励んでいる。

趣味はスキー。クロスカントリースキ

ー大会にも毎年参加している。

大
き
な
夢
を
目
標
に
！

さ
ん

一
昨
年
の
12
月
５
日
忘
れ
も

し
な
い
私
の
65
歳
の
誕
生
日
に

イ
タ
リ
ア
へ
向
け
出
発
し
ま
し

た
。
私
と
妻
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅

行
９
泊
10
日
の
長
旅
で
す
。

５
日
目
の
名
所
寺
院
の
見
物

で
、
バ
ス
か
ら
降
り
て
５
０
０

ｍ
ぐ
ら
い
歩
い
た
時
、
一
人
の

少
年
が
私
の
側
に
30
㎝
角
ぐ
ら

い
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
板
を
一
枚
持

っ
て
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
少

年
は
私
と
向
か
い
合
わ
せ
に
な

り
な
が
ら
そ
の
板
を
私
の
お
腹

に
突
き
付
け
、
バ
ッ
ク
し
な
が

ら
ダ
ン
ス
で
も
踊
る
よ
う
に
歩

き
始
め
た
か
と
思
う
と
、
ほ
ん

の
５
〜
６
秒
の
間
に
少
年
は
ダ

ン
ボ
ー
ル
の
下
に
手
を
入
れ
ウ

エ
ス
ト
ポ
ー
チ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー

に
手
を
か
け
開
け
よ
う
と
し
ま

し
た
。
私
は
ハ
ッ
と
し
て
歩
き

な
が
ら
体
を
右
に
廻
し
た
と
こ

伊
東
康
明
（
蟹
　
道
）

イ
タ
リ
ア
で
ス
リ
と
遭
遇

暇をみつけては練習を欠かしません

つ
も
コ
ー
ス
と
大
会
の
雰
囲
気

を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か

は
こ
の
夢
を
か
な
え
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
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作ってみよう！

今月の
ケーキ

講師の樫崎さん

ひな祭りのケーキひな祭りのケーキ
●材　料（18㎝角型または天板で22㎝×30㎝）
（スポンジ） （シロップ）
・薄力粉・・・・60g ・水・・・・・50cc
・砂糖・・・・・50g ・砂糖・・・・25g
・卵（L）・・・２個 ・リキュール・小さじ１
（いちごクリーム）
・いちご・・・・１/２パック
・生クリーム・・200ml
・砂糖・・・・・適宜
・リキュール・・小さじ２
☆薄力粉は１回ふるっておく。
☆いちごは縦にスライスして形の良いものを飾り用にし、残
りはつぶしておく。
☆シロップは水と砂糖を小鍋に入れ沸騰させてからリキュー
ルを加える。
●作り方
①ボウルに卵を割り入れ砂糖を加えてもったりするまで泡
立てる。薄力粉をもう一度ふるいながら加えゴムベラで
練らないように混ぜる。型または天板に流し入れて焼く。
（型の場合は170℃で25分位、天板の場合は190℃で
10分位）
②生クリームに砂糖を加えホイップする。とろみがついて
きたらつぶしておいたいちごを加え、塗りやすいかたさ
までホイップする。
③冷めたスポンジをひし形に切る。２枚にスライスして間
にシロップを塗り②のクリームをはさむ。全体にもシロ
ップとクリームをていねいに塗る。
④飾り用のいちごを側面に張りつけ、上面も飾りつける。
（オーナメントがあればのせる）

◎クリーム用のいちごはジャムでも代用できます。その時は
レモン汁を少々加えてください。
◎リキュールはキルシュかコアントローを。無ければいれな
くてもよいです。
★作り方に関する問い合わせは、樫崎麻由美さんまで。

32―5123

心
使
い
で
、
周
り
で
声
援
を
送

っ
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
と
大

変
な
励
み
に
な
り
頑
張
ろ
う
と

い
う
気
持
ち
が
一
段
と
大
き
く

な
る
そ
う
で
す
。
応
援
を
し
て

く
れ
る
人
も
選
手
と
一
体
に
な

っ
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
嬉
し

い
と
土
田
さ
ん
。

「
自
分
な
り
の
体
づ
く
り
の

た
め
に
起
床
時
、
食
前
、
食
後
、

就
寝
時
に
は
か
か
さ
ず
腹
筋
と

背
筋
は
や
り
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
は
筋
力
を
使
い
ま
す
か

ら
ね
。
月
に
２
０
０
㎞
く
ら
い

走
り
ま
す
。
水
泳
も
週
２
回
く

ら
い
プ
ー
ル
に
通
い
泳
い
で
い

ま
す
」
と
話
す
土
田
さ
ん
。
き

っ
と
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が

全
大
会
リ
タ
イ
ア
な
し
と
い
う

成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

「
夢
は
ハ
ワ
イ
の
ア
イ
ア
ン

マ
ン
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で

す
。
世
界
で
１
、
５
０
０
人
し

か
出
場
で
き
な
い
大
会
で
、
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
人
の

み
が
出
場
資
格
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
ん
で
す
。
こ
の
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
い

ろ
、
少
年
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
板
を

落
と
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ア

ッ
！
こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
式
ス
リ

だ
と
や
っ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

後
で
路
地
の
方
を
見
る
と
少
年

は
親
ら
し
き
女
性
に
、
大
き
な

声
で
お
こ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

う
し
ろ
を
歩
い
て
い
た
妻
は
一

部
始
終
を
見
て
い
た
ら
し
く

「
ま
さ
か
ス
リ
が
目
の
前
に
い
る

な
ん
て
」
と
ビ
ッ
ク
リ
。

み
な
さ
ん
、
日
本
人
は
狙
わ

れ
て
い
ま
す
よ
、
注
意
し
な
い

と
襲
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

ス
リ
と
遭
遇
す
る
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ピ
サ
の

斜
塔
、
最
後
の
晩
餐
、
ゴ
ン
ド

ラ
の
舟
な
ど
楽
し
い
思
い
出
も

た
く
さ
ん
出
来
た
イ
タ
リ
ア
へ

の
旅
で
し
た
。

ミラノ大聖堂前で
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中中中中央央央央公公公公民民民民館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

４
日
と
18
日

は
、
体
育
館
・

武
道
館
・
弓
道

場
・
薮
塚
球
技

場
は
、
休
館

（
休
場
）
で
す
。

体育施
設の休

館日

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◇
開
設
日

１
日
・
８

日
・
15
日
・
29
日

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

◇
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

２
階
相
談
室

※
電
話
で
の
相
談
に
も
応

じ
ま
す
。

（
32
）
４
０
６
７

体 の設施育 休
館

日

庭
教
育

相
談

家家庭教
育相談

◇
と
　
き

３
月
17
日
（
日
）
午
前
９

時
（
時
間
厳
守
）

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
　
調
理
実
習
室

◇
内
　
容

そ
ば
の
打
ち
方
・
ゆ
で
方

試
食

◇
対
　
象

村
内
在
住
の
成
人

◇
持
参
す
る
物

エ
プ
ロ
ン
・
フ
キ

４
月
か
ら
学
校
の
あ
り
方
が
変
わ
り

ま
す
。
学
校
の
新
し
い
教
育
を
理
解
す

る
一
方
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て

共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
家
庭
教
育
学

級
生
以
外
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
　
き

３
月
16
日
（
土
）
午
後
１

時
よ
り
受
付
、
１
時
30
分
開
会

◇
と
こ
ろ

長
生
村
文
化
会
館
　
視
聴

覚
室
（
２
階
）

◇
内
　
容

講
演
「
こ
れ
か
ら
の
教
育

を
考
え
る
」
〜
家
庭
・
学
校
・
地
域

が
手
を
取
り
合
っ
て
〜

講
師
　
長
生
村
教
育
委
員
会
　
学
校

教
育
課
　
飯
塚
薫
先
生

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

ば
打
ち
に

挑
戦
し
ま
せ
ん
か

そそそそ

民
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

村村村村
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
20
日
（
水
）

午
前
８
時
20
分
　
現
地
集
合

８
時
49
分
ス
タ
ー
ト

◇
と
こ
ろ

一
の
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
　
西
コ
ー
ス

◇
費
　
用

リ
モ
コ
ン
カ
ー
ト
付
、
セ

ル
フ
プ
レ
ー

プ
レ
ー
費
　
７
、
０
０
０
円

参
加
費
　
３
、
０
０
０
円

◇
申
込
締
切

３
月
16
日
（
土
）

◇
申
し
込
み

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

※
大
会
終
了
後
、
総
会
及
び
役
員
改
選

が
あ
り
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

生
歩
こ
う
会

３
月
の
例
会
案
内

長長長長
新
年
例
会
の
隅
田
川
七
福
神
め
ぐ

り
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
35
人

各
寺
社
で
新
年
の
幸
せ
を
祈
り
全
員

完
歩
し
ま
し
た
。

今
月
は
春
の
鎌
倉
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
鎌
倉
最
古
の
寺
、

杉
本
寺
を
経
て
鶴
岡
八
幡
宮
ま
で
多

少
上
り
下
り
の
あ
る
古
都
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
す
。
な
お
、
昼

食
後
に
総
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
17
日
（
日
）

午
前
７
時
　
茂
原
駅
集
合

７
時
９
分
　
東
京
行
き
乗
車

◇
コ
ー
ス

北
鎌
倉→

建
長
寺→

瑞
泉
寺→

明
王
院→

杉
本
寺→

鶴
岡
八
幡
宮→

鎌
倉
駅（
約
13
㎞
）

◇
対
　
象

村
民

◇
参
加
費

会
員
無
料
、
会
員
以
外

３
０
０
円
（
保
険
代
、
そ
の
他
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
保
障
は
保
険
の
範
囲

以
内
と
し
ま
す
。

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険

証
・
そ
の
他

◇
締
め
切
り

３
月
９
日
（
土
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

早
川
正
和
　
　
（
32
）
５
７
５
９

※
会
員
は
欠
席
者
の
み
、
必
ず
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
合
同
家
庭

教
育
学
級
の
開
催

小小小小

ン
・
三
角
巾
・
タ
ッ
パ
（
そ
ば
持
ち

帰
り
用
）

◇
費
　
用

５
０
０
円
（
申
し
込
み
時

に
徴
収
）

◇
募
集
人
員

15
人
（
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◇
受
　
付

３
月
３
日
（
日
）
〜
９
日

（
土
）
中
央
公
民
館
窓
口
に
お
い
て

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
ま
せ

ん
。
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二
月
の
句
抄

俳
句
ク
ラ
ブ

こ
の
里
に
お
餞
米
ほ
ど
の
春
の
雪
　
　
　
　
　
　
　
井
下
田
き
よ

春
惜
し
む
い
と
ま
も
あ
ら
ず
師
の
転
居
　
　
　
　
　
石
川
和
香
子

千
年
木
春
め
く
光
撥は

ね
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
正
子

眠
る
も
の
ま
だ
野
に
残
し
春
め
け
る
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

店
頭
に
な
ら
ぶ
和
菓
子
も
春
め
け
り
　
　
　
　
　
　
植
草
　
泰
子

春
め
く
や
み
ん
な
の
体
操
窓
明
け
て
　
　
　
　
　
　
鵜
澤
よ
し
え

お
し
ゃ
れ
と
は
老
い
て
も
楽
し
春
き
ざ
す
　
　
　
　
海
津
や
す
は

童
心
に
か
へ
り
お
手
玉
外
は
雪
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
富
子

君
を
祝
ぐ
今
を
盛
り
の
紅
き
梅
　
　
　
　
　
　
　
　
久
我
　
久
子

声
か
け
て
声
な
き
家
や
藪
柑
子

三
枝
　
幸
江

糸
癖
を
張
る
た
び
胼
を
哀
し
め
り
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
　
千
代

芝
焼
き
の
昂
ぶ
り
丘
の
風
焦
が
す
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
紅
雨

武
蔵
野
に
面
影
う
つ
し
竹
の
秋
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
て
る
子

春
め
き
て
笊
の
摘
草
匂
ひ
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
英
子

日
を
散
ら
し
薄
氷
ひ
そ
と
動
き
初
む
　
　
　
　
　
　
根
本
　
よ
し

月
凍
て
ゝ
水
門
の
影
弛
び
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
野
沢
沙
と
志

唐
突
の
別
れ
と
な
り
し
雪
蛍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
園
　
英
子

囀
り
や
枝
の
た
わ
み
に
リ
ズ
ム
あ
り
　
　
　
　
　
　
宮
川
　
雪
枝

お
別
れ
の
言
葉
つ
ま
づ
き
冴
え
返
る
　
　
　
　
　
　
柳
田
　
芳
子

住
み
馴な

れ
し
山
の
残
月
鳥
帰
る
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
部
　
甲
子

春
の
陽
よ
大
き
な
愛
を
あ
り
が
た
う
　
　
　
　
　
　
米
倉
　
安
糸

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

千
葉
市
に
あ
る
千
葉
県
立
中
央
博
物

館
生
態
園
を
中
心
に
青
葉
の
森
公
園
を

散
策
し
な
が
ら
、
千
葉
県
の
自
然
界
の

様
子
を
見
学
す
る
自
然
観
察
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
19
日
（
火
）
午
前
８

時
45
分
　
中
央
公
民
館
出
発

◇
と
こ
ろ

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
生

態
園
及
び
青
葉
の
森
公
園

◇
講
　
師

根
本
ま
つ
先
生
（
千
葉
県

生
物
学
会
会
員
・
中
央
博
物
館
生
態

園
相
談
員
）

◇
募
集
人
員

25
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

◇
参
加
費

３
０
０
円
（
申
し
込
み
時

に
徴
収
）

◇
服
　
装

活
動
し
や
す
い
服
装

※
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
受
　
付

３
月
２
日
（
土
）
〜
８
日

（
金
）
中
央
公
民
館
窓
口
に
お
い
て

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
ま
せ

ん
。

然
観
察
会
を

開
催
し
ま
す

自自自自

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
主
催
に

よ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
年
は
高
根
地
区
の
コ
ー
ス
を

設
定
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と
　
き

４
月
７
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
２
時

◇
と
こ
ろ

長
生
村
体
育
館
（
出
発
・

ゴ
ー
ル
と
な
り
ま
す
）

◇
コ
ー
ス

約
７
㎞
（
参
加
コ
ー
ス
は

こ
ち
ら
で
決
定
し
ま
す
）

◇
参
加
条
件

１
チ
ー
ム
４
〜
５
人
で

構
成
す
る
こ
と

◇
参
加
費

１
人
３
０
０
円

◇
持
ち
物

お
弁
当
・
水
筒
・
筆
記
用

具
・
雨
具
（
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
）

◇
申
込
方
法

チ
ー
ム
名
・
代
表
者
の

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

チ
ー
ム
全
員
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入

し
た
は
が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

◇
申
し
込
み

〒
２
９
９
ー
４
３
３
６

長
生
村
岩
沼
２
１
１
９

長
生
村
文
化
会
館
内
　
生
涯
学
習
課

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
32
）
５
１
９
９

◇
申
込
期
限

３
月
16
日
（
土
）
当
日

消
印
有
効

生
村
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
会
の
開
催

長長長長

◇
主
　
催
　
長
生
村
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０
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文化会館・公民館の休館日 
      

文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

プ
ラ
ネ
タ
を
見
て

文化会館　　32ｰ5100

画
会
を

開
催
し
ま
す

映映映映◇
と
　
き

３
月
21
日
（
春
分
の
日
）

１
回
目
　
午
後
２
時

２
回
目
　
午
後
６
時

◇
題
　
名

「
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
」

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

宮
商
業
高
校
ス
プ

リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

一一一一◇
と
　
き

３
月
30
日
（
土
）

開
場
　
午
後
１
時

開
演
　
午
後
１
時
30
分

◇
入
場
料

無
料

◇
主
　
催

一
宮
商
業
高
等
学
校
吹

奏
楽
部

◇
問
い
合
わ
せ
　
県
立
一
宮
商
業
高

等
学
校
　
（
42
）
４
５
２
０

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

◇
入
場
料

当
日
券
　
５
０
０
円

前
売
券
　
３
０
０
円

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

◇
問
い
合
わ
せ

文
化
会
館

（
32
）
５
１
０
０

※
前
売
り
券
は
、
３
月
１
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
よ
り
文
化
会
館
に
て

発
売
し
ま
す
。

◇
タ
イ
ト
ル
名

「
春
の
星
座
」「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

◇
内
　
容

宮
澤
賢
治
の
名
作
を
、
影
絵
の
世

界
で
色
彩
豊
か
に
綴
り
ま
し
た
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

◇上映時間◇

１
月
29
日
に
プ
ラ
ネ
タ
を
見
に
来
た
大
原
町
立
浪
花
小
学
校
の
児

童
か
ら
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

の
番
組
が

始
ま
り
ま
す

春春春春

こ
の
前
は
い
ろ
い
ろ
な
星
座
を

教
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
オ
リ

オ
ン
座
と
い
う
冬
の
代
表
的
な
星

座
が
分
か
り
ま
し
た
。

他
に
も
こ
い
ぬ
座
や
お
お
い
ぬ

座
、
お
う
し
座
、
ふ
た
ご
座
な
ど

が
い
ろ
い
ろ
分
か
っ
て
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
家
や

出
か
け
た
と
こ
ろ
で
オ
リ
オ
ン
座

を
見
つ
け
た
い
で
す
。

月 

５ ６ 
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28  

休 館 日 

１ ２ ３ ４ 

 

 

   

 

 

  

 

29 30  

 
 ４ 

 

５ ６ ７ ８ ９ 
10 11 12 13 14 15 16

18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28

 
  

１ ２ 
３ ４ 

  

17

 

 
  

   

  

29 30
31

３ 月 

プ
ラ
ネ
タ
リ
ュ
ー
ム
で
、
い
ろ

い
ろ
な
星
を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
き
れ
い

で
し
た
。
家
に
か
え
っ
て
調
べ
よ

う
と
思
い
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ

に
調
べ
て
見
ま
し
た
。

夜
に
な
っ
て
オ
リ
オ
ン
ザ
が
見

え
ま
し
た
。
星
の
学
習
を
し
た
の

で
、
星
ざ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
き
か
い
が
あ
っ
た

ら
星
ざ
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え

て
く
だ
さ
い
。

４年
佐伯　雄祐くん

3年
岩瀬ほなみさん

お楽しみに！
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
二重奏（デュオ） 赤川　次郎

緋色の時代（上・下） 船戸　与一

ゴヂラ　　　　　　　　　　　　　　　高橋　源一郎

血の騒ぎを聴け　　　　　　　　　　　　宮本　　輝

死ねばいなくなる　　　　　　　　　　　東　　直己

探偵は吹雪の果てに　　　　　　　　　　東　　直己

時代が変わった　　　　　　　　　　　　堺屋　太一

わからなくなった世界情勢の読み方　　　池上　　彰

ようこそ自然保護の舞台へ　　　　　ＷＷＦジャパン

噂の娘　　　　　　　　　　　　　　　金井　美恵子

夜明けの音が聞こえる　　　　　　　　大泉　芽衣子

無防備都市　　　　　　　　　　　　　　逢坂　　剛

貴婦人Ａの蘇生　　　　　　　　　　　　小川　洋子

ゼラニウム　　　　　　　　　　　　　　堀江　敏幸

安心の設計　　　　　　　　　　　　読売新聞

社会保障部

アメリカにあって日本にないもの　　　　尾崎　哲夫

魔羅節　　　　　　　　　　　　　　　岩井　志麻子

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
陰陽師　竜笛ノ巻　　　　　　　　　　　夢枕　　獏

わが人生の時の人々　　　　　　　　　石原　慎太郎

風穴をあける　　　　　　　　　　　　谷川　俊太郎

張騫　　　　　　　　　　　　　　　　　塚本　青史

レッスンズ　　　　　　　　　　　　　　谷村　志穂

蜩　　　　　　　　　　　　　　　　　北原　亜以子

火群（ほむら）の館　　　　　　　　　　春口　裕子

ブラック・マジック　　　　　　　　　　大岡　　玲

リカ　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐　貴久

だまされないために、

わたしは経済学を学んだ　　　　　村上　　竜

五人姉妹　　　　　　　　　　　　　　　菅　　浩江

京劇への招待　　　　　　　　　　　　　魯　　大鳴

バイオテロ！　　　　　　　　　　ジュディス・ミラー

一年中楽しむ野菜のカレー　　　　　　　平山　由香

フライパンも鍋もいらない！

100％電子レンジメニュー　　　　村上　祥子

穀物ごはん　　　　　　　　　　　　たなか　れいこ

食
材
を
ム
ダ
に
し
な
い
知

恵
が
い
っ
ぱ
い
の
材
料
別
お

か
ず
集
。

お
い
し
く
食
べ
き
る
レ
シ

ピ
全
５
０
０
品
を
掲
載
。
ひ

と
目
で
わ
か
る
あ
い
う
え
お

順
の
材
料
別
分
類
。

材
料
別
使
い
き
り
お
か
ず

日
本
放
送
出
版

高
血
圧
や
肝
臓
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
予
防
か
ら
、
か

ぜ
や
肩
こ
り
な
ど
を
改
善
す

る
ド
リ
ン
ク
、
子
ど
も
の
栄

養
や
美
容
の
た
め
の
ド
リ
ン

ク
ま
で
、
手
軽
な
材
料
で
作

れ
て
お
い
し
い
健
康
ド
リ
ン

ク
約
１
６
０
品
を
栄
養
解
説

や
栄
養
デ
ー
タ
つ
き
で
紹
介
。

入りました

ＧＯ 金城　一紀

コーチング 落合　博満

生活はアート
パトリス・ジュリアン

奇貨居くべし　火雲篇
宮城谷　昌光

ぼくたちの〈日露戦争〉渡辺　　毅
会見記 内田　也哉子

愛って、なに？
スザンナ・タマーロ

東京バカッ花 室井　　滋

ビゴさんのフランスパン物語
塚本　有紀

リクエ トス 本 が

飲
ん
で
病
気
を
予
防
！

手
作
り
健
康
ド
リ
ン
ク

竹
内
　
富
貴
子
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総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

ＮＨＫ学園は、全国を一学区と

する広域通信制高等学校です。

昭和37年に開校し、今までに

52,000人以上の卒業生を送り出し

ました。全国の働きながら学ぶ青

少年や遠隔地在住などで高等学校

教育の機会に恵まれなかった人を

対象に、ＮＨＫの放送番組を利用

して自宅学習とスクーリングを併

用した世界的にも極めてユニーク

な教育システムです。

ＮＨＫ学園では、平成14年度の

生徒を募集します。詳しくは問い

合わせください。

◇問い合わせ 学校法人　ＮＨＫ

学園　〒186-8001 東京都国

立市富士見台2-36

042-572-3151

ＮＨＫ学園の
生徒募集

出張講座の
ご案内

愛の献血に
ご協力を

長生村献血推進協議会では、次

のとおり献血をおこないます。

「愛の献血」にご協力をお願い致

します。なお、献血にご協力頂い

た人には粗品を差し上げます。

また、献血のほかに希望される

人には、体内脂肪の測定もおこな

います。

◇と　き ３月26日（火）午前９

時30分～12時30分

◇ところ 長生村保健センター

◇問い合わせ 健康福祉課

32ｰ2112

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

3・3
睦沢診療所 宮本内科医院 長生病院
44ｰ2236 22ｰ3770 34ｰ2121

3・10
よねもと整形外科 東部台医院 鎗田整形外科
40ｰ1065 22ｰ2455 24ｰ8686

3・17
岡田眼科医院 吉田医院 森川病院
42ｰ3529 34ｰ3045 25ｰ2510

3・21
津谷クリニック 聖光会病院 茂原機能クリニック
32ｰ5645 35ｰ5151 25ｰ7755

3・24
長島医院 粒良医院 宍倉病院
42ｰ8800 25ｰ8580 24ｰ2171

3・31
秋場医院 ポプラクリニック 山之内病院
42ｰ3323 23ｰ3111 25ｰ1131

千葉県女性センターでは遠方の

地域において講座を開き、多くの

県民に学習機会を提供することを

目的に「出張ウィメンズセミナー」

を開催します。

◇と　き ３月24日（日）午後１

時～４時（受講料無料）

◇ところ 光町民会館（匝瑳郡光

町宮川11907-２）

◇内　容 男女共同参画基礎講座

～豊かな地域社会の創造を目指

して～

第１部 講義「21世紀の男女共

同参画社会を生きる」講師：神

尾真知子（尚美学園大学教授）

第２部 講演「女性落語家とし

て生きる」講師：春風丁鹿の子

◇定　員 300人（申込先着順）

◇申込方法 電話で千葉県女性セ

ンターまたは光町企画財政課へ

◇申込締切 ３月16日（土）

◇申込・問い合わせ 千葉県女性

センター　　0471-40-8602

光町企画財政課

0479-84-1211

納税の納め忘れは納税の納め忘れは
ありませんか？ありませんか？

確認をしてみてください確認をしてみてください
23

役場の電話番号 

 

お知ら
せ 

自動車保険の
無料相談

交通事故の態様も複雑化し、そ

の解決に困っている人が多いと思

います。そうした人たちのため

に、社団法人日本損害保険協会で

は全国に「自動車保険請求相談セ

ンター」を設置し、自動車損害賠

償責任保険並びに任意自動車保険

の請求についての無料相談を実施

しています。

お気軽にご利用ください。

◇と　き 月曜日～金曜日（祝日

を除く）午前９時30分～正午・

午後１時～４時30分

◇ところ
千葉市中央区弁天町210-3

大宗北口ビル７階

千葉自動車保険請求センター

043-284-7955

地域を越えた
高齢者の交流会

趣味や興味を同じくするサーク

ル活動の紹介や発表会をとおし

て、多くの高齢者が地域を越えた

交流を図り、生きがいやかけがえ

のない仲間を見つける機会を提供

するため「はつらつスクエア」を

開催します。

◇と　き　３月17日（日）午前11
時20分～午後４時

◇ところ 千葉県労働者福祉セン

ター大ホール　千葉市中央区千

葉港４番４号

◇テーマ 広げよう仲間づくりの

輪

①シニアグループによる発表・

展示

②シニアサークル情報データベ

ースのデモンストレーション

③歓談コーナー

◇問い合わせ 財団法人千葉県福

祉ふれあい財団　事務局長寿課

043-221-7448

幹部候補生を
募集します

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ３月４日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ３月17日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ３月18日（月）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ３月15日（金）午後１時～午後４時（要予約） 長生支庁　　　　　　　25ｰ7830

◎行政相談 ３月18日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、長生支庁での
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から長生支庁においてそれぞれ電話で受け付けします。

防衛庁では、自衛隊幹部候補生

を次のとおり募集します。

◇一般・技術幹部候補生
大学卒業程度の学力を有し、20

歳以上26歳未満（22歳未満は

卒業見込みを含む）

大学院修士課程修了者（見込み）

については28歳未満（海上技術

幹部候補生は、理学または工学

課程修了者に限る）

◇医科・歯科・薬剤科幹部候補生
医科、歯科は専門の大学卒（見

込み）で20歳以上30歳未満

薬剤科は専門の大学卒（見込み）

で20歳以上26歳未満（薬学修

士取得者は28歳未満）

◇受　付 ４月８日（月）～５月

10日（金）

◇試験日 １次＝５月25日（土）

筆記試験、26日（日）飛行要員

希望者のみ

２次＝６月25日（火）～27日

（木）のうち指定する1日

◇入隊日 平成15年3月下旬～4

月上旬

◇問い合わせ 自衛隊茂原募集事

務所　　25-0452



春分の日は昼と夜の長さが
ほぼ同じになるそうですが、
年によって春分の日が変わる
ことをみなさんは知っていま
したか？私はこのことをはじ
めて知り驚きました。今年は
21日ですが、昨年のカレンダ
ーを見ると20日でした。調べ
てみると国民の祝日の意外な
発見がたくさんあるかもしれ
ませんね。 （か）

服のシワで動
きを、また、遠
近法で広いグラ
ンドを表現しま
した。

一松小
（６年生）

２作目の油絵で
す。クロード・モ
ネの「睡蓮の池」
を模写しました。

長生中
（２年生）

菊地 香野さん

平成14年3月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

食べるのが大好き。いつも笑顔

をふりまく真生です。今日はカメ

ラの前で、ちょっと緊張していま

す。

平成13年３月１日生
父・渡辺正訓、母・和子さん

真
ま

生
き

ちゃん（金田）

自分の思うように動けるように

なり、家の中を探索してご機嫌。

毎日元気いっぱいです。

平成13年３月22日生
父・片山　誠、母・英子さん

麟
りん

ちゃん（七井土）

大きな常緑の葉が手のひらのよう
に７～９つぐらいに切れ込んでいることから
「ヤツデ」と名前がついた。小さな白い花がたくさん
集まってゴルフボールのようなかたまりを作って咲く。花に
は雄花と雌花の区別がなく、日が経つにつれて雄花から雌花に変わり
実をつける。庭木として広く植栽され、日陰や大気汚染の激しいところでもよ
く育つ。 （撮影地：竜宮台）

ヤツデ

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

米倉 雅士くん

コスモスを丁寧
にかきました。バ
ックに歩道橋を入
れバランスを整え
ました。

八積小
（６年生）

藤城 美夏人くん

この広報は再生紙を使用しています。


